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)表７　電気回路　三相交流の基礎　の教師用ルーブリック　例
	学習のねらい・目標
	・三相交流の発生について理解できる。
・三相交流の表し方（波形、瞬時値、ベクトル、記号法）について理解できる。
・三相交流起電力の瞬時値の和が、つねに０あることが理解できる。
・三相交流回路の結線について理解できる。
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	知識

　技術
	三相交流について、電流、電圧とそれら電気的諸量の相互関係と量的に取り扱う方法や電気的諸量を計算により処理する方法などを踏まえて理解しているとともに、関連する技術を身に付けることができる。
	・三相交流の発生の原理について理解している。
・三相交流の表し方を理解し、波形図やベクトル図を描くことができる。
・三相交流起電力の瞬時値が0であることを、波形図とベクトル図を用いて確かめることができる。

	・三相交流の発生を単相交流の発生から推論し、理解できる。
・三相交流の表し方を理解し、波形図やベクトル図を正しく描くことができる。
・三相交流起電力の瞬時値が0であることを、波形図とベクトル図を用いて確実に理解することができる。
	・三相交流の発生の原理について理解できる。
・三相交流の表し方を理解し、波形図やベクトル図を描くことができる。
・三相交流起電力の瞬時値が0であることを、波形図とベクトル図を用いて確かめることができる。
	・三相交流の発生の原理について理解できる。
・三相交流の表し方を理解し、波形図やベクトル図をおおむね描くことができる。
・三相交流起電力の瞬時値が0であることを、波形図とベクトル図を用いておおむね理解できる。
	・三相交流の発生の原理について、よく理解できない。
・三相交流の表し方を理解できず、波形図やベクトル図を正しく描くことができない。
・三相交流起電力の瞬時値が0であることが理解できない。
	

	思考

判断

表現
	三相交流の電流、電圧及び相互関係などに着目して、交流回路に関する課題を見いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し、改善することができる。
	・三相交流の発生の原理を論理的に考え、説明できる。
・波形図から、指定された角度における三相交流起電力の瞬時値を計算により正しく求められる。
・三相交流起電力の瞬時値が0であることをグループでまとめ、説明できる。
	・三相交流の発生の原理を論理的に考え、説明できる。
・波形図から、指定された角度における三相交流起電力の瞬時値を計算により正しく求め、瞬時値の和が0であることを、これまでの学習を振り返り、グループで考え、的確に説明できる。
	・三相交流の発生の原理を理解し、説明できる。
・波形図から、指定された角度における三相交流起電力の瞬時値を計算により正しく求め、瞬時値の和が0であることを、グループで考え、説明できる。
	・三相交流の発生の原理をおおむね理解し、説明できる。
・波形図から、指定された角度における三相交流起電力の瞬時値を計算により求め、瞬時値の和が0であることをおおむね理解できる。
	・三相交流の発生の原理をよく理解できず、正しく説明できない。
・位相差のある波形をかくことができず、三相交流起電力の瞬時値を求められない。瞬時値の和が0であることを理解できない。
	

	主体的に
学習に
取り組む態度
	三相交流について自ら学び、電流、電圧及び相互関係などを工業技術と関連づけた工業生産への活用に主体的かつ協働的に取り組もうとする。
	・三相交流の発生や三相交流の表し方、結線方法などについて関心をもち、理解を深めようと、主体的・協働的に学習に取り組んでいる。
	・三相交流の発生や三相交流の表し方、結線方法などについて関心をもち、難しい課題にも積極的・自主的に取り組み、グループで対話的な学びができる。
	・三相交流の発生や三相交流の表し方、結線方法などについて関心をもち、自主的に取り組み、グループで対話的な学びができる。
	・三相交流の発生や三相交流の表し方、結線方法などについて関心をもち、グループで対話的な学びができる。
	・三相交流の発生や三相交流の表し方、結線方法などにつてよく理解できず、学習への取り組みが消極的である。
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